



















第 1章 複合美術品と代替的奢侈品の受容 
第 2章 図像形式の継承における擬古主義と進取的創造性 
第 3章 キリスト受難図に仮託された信心と現世的望蜀 
第 4章 バテシバ図像における両義的表現の継承と革新 
第 5章 定型的図像の翻案にみる画家の矜持と戦略 





















































































 第 6章は、先行の 1章から 5章とは視点を大きく変え、いわばそれらの補章にあたる。
そこでは、近代における美術史研究史における｢初期ネーデルラント絵画｣の領域成立の端
緒となった 1902年の｢初期フランドル派 Les primitifs flamands」展を中心に据えて、19
世紀半ばから 20 世紀初頭における展覧会開催と美術史研究の相関を論じる。当該展覧会
の核を成なしたのがメムリンクとダーフィトであった事実に着目し、同展成立過程におけ
る愛国主義ないし国家主義と、古美術の再発見やあらたな価値づけの実相について論じる。 
